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題
名 

H8S/20103,H8S/20203,H8S/20223, 
H8S/20115,H8S/20215,H8S/20235 グループ使用上の注意事項 情報分類 技術情報 

対象ロット等 
適
用
製
品 

H8S/20103、H8S/20203、H8S/20223 
H8S/20115、H8S/20215、H8S/20235 グループ 全ロット 

関連資料 

H8S/20103、H8S/20203、H8S/20223、 
H8S/20115、H8S/20215、H8S/20235 
グループハードウェアマニュアル 
 (RJJ09B0491-0200 Rev.2.00) 

 

H8S/20103、H8S/20203、H8S/20223、H8S/20115、H8S/20215、H8S/20235 グループにおいて下記の使用上の注意事項があ

りますのでご連絡します。 

 

１．タイマ RB 

タイマ RB のカウントソースとして、タイマ RA のアンダフローを選択する場合、タイマ RA はタイマモード、パルス出力

モード、又はイベントカウンタモードに設定してください。 

 

２．タイマ RE 

 アウトプットコンペアモードにおいてタイマ RE の初期化を行う時は、TRECSR の RCS3 ビットでアウトプットコンペアモ

ードに設定してから図 17.3 の初期化設定手順を行ってください。 

 

３．タイマ RG 

 タイマモードでコンペアマッチによる波形出力機能を使用する場合、又は PWM モードで波形出力を使用する場合、設定手順

により初期出力時にグリッジが発生する場合があります。グリッジ発生を回避するために、ハードウェアマニュアル 図 18.2、

図 18.9 に記載の設定手順例を以下のように変更します。 
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＜変更前＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18.2 コンペアマッチによる波形出力動作例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18.9 PWM モード設定手順例 

出力選択

＜波形出力＞

[1]

[2]

[3]

[1] TRGIORによりコンペアマッチ出力を0を出力／1出力

／トグル出力の3種類から選択してください。

[2] GRA/GRBに、コンペアマッチを発生させるタイミ

ングを設定してください。

[3] TRGMDRのSTRビットを1にセットしてTRGCNTの

カウント動作を開始してください。

波形出力モードの選択

出力タイミングの設定

カウント動作開始

PWMモード

＜PWMモード＞

[1]

[2]

[3]

[1] TRGCRのTPSC2～TPSC0ビットでカウンタ
[1] クロックを選択してください。外部クロック
[1] を選択した場合は、TRGCRのCKEG1、
[1] CKEG0ビットにより外部クロックのエッジ
[1] を選択してください。
[2] TRGCRのCCLR1、CCLR0ビットによりカウ
[2] ンタクリア要因を選択してください。
[3] GRAに出力PWM波形の1出力タイミングを設
[3] 定してください。
[4] GRBに出力PWMの0出力タイミングを設定
[4] してください。
[5] TRGMDRのPWMビットでPWMモードを設定
[5] してください。PWMモードを設定すると、
[5] TRGIORの内容にかかわらずGRA/GRBは、
[5] PWM出力波形の1出力／0出力タイミング設
[5] 定用アウトプットコンペアレジスタとなりま
[5] す。TGIOA端子は自動的にPWM出力端子と
[5] なります。ただし、TGIOB端子は、TGIOBが
[5] 兼用された該当ポートの汎用I/O機能をしま
[5] す。
[6] TRGMDRのSTRビットを1にセットして、
[6] TRGCNTのカウント動作を開始してくださ
[6] い。

カウンタクロックの選択

カウンタクリア要因の選択

GRAの設定

GRBの設定

PWMモードの設定

カウント動作開始

[4]

[5]

[6]
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  ＜変更後＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18.2 コンペアマッチによる波形出力動作例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18.9 PWM モード設定手順例 

 

以上   

出力選択

＜波形出力＞

[1]

[2]

[4]

[5]

[1] TRGIORによりコンペアマッチ出力を0を出力／1出力
／トグル出力の3種類から選択してください。

[2] GRA/GRBに、コンペアマッチを発生させるタイミ
ングを設定してください。

[3]   PMCで設定した当該端子のPDRビットにコンペア
マッチ出力端子（TGIOA、TGIOB）の出力初期値と
同じ値をライトします。

[4] PMCで設定した当該端子のPMRビットを１に設定すると、
ポートはコンペアマッチ出力端子となります。

[5] TRGMDRのSTRビットを1にセットしてTRGCNTの
カウント動作を開始してください。

[3]

波形出力モードの選択

出力タイミングの設定

PDRの設定

PMR=1を設定

カウント動作開始

PWMモード

＜PWMモード＞

[1]

[2]

[3]

[1] TRGCRのTPSC2～TPSC0ビットでカウンタ
[1] クロックを選択してください。外部クロック
[1] を選択した場合は、TRGCRのCKEG1、
[1] CKEG0ビットにより外部クロックのエッジ
[1] を選択してください。
[2] TRGCRのCCLR1、CCLR0ビットによりカウ
[2] ンタクリア要因を選択してください。
[3] GRAに出力PWM波形の1出力タイミングを設
[3] 定してください。
[4] GRBに出力PWM波形の0出力タイミングを設
[4] 定してください。
[5] TRGMDRのPWMビットでPWMモードを設定
[5] してください。PWMモードを設定すると、
[5] TRGIORの内容にかかわらずGRA/GRBは、
[5] PWM出力波形の1出力／0出力タイミング設
[5] 定用アウトプットコンペアレジスタとなりま
[5] す。
[6] PMCで設定した当該端子のPDRビットにPWM
[6] 出力端子(TGIOA)の出力初期値と同じ値を
[6] ライトします。
[7] PMCで設定した該当端子のPMRビットを1に
[7] 設定すると、TGIOA端子はPWM出力端子となり
[7] ます。
[8] TRGMDRのSTRビットを1にセットして、
[8] TRGCNTのカウント動作を開始してくださ
[8] い。

カウンタクロックの選択

カウンタクリア要因の選択

GRAの設定

GRBの設定

PWMモードの設定

カウント動作開始

[4]

[5]

[8]

PDRの設定

PMR=1を設定
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